
統一協会＝反社会的勢力から国民守れ
勝手に決めるな・安倍元首相の国葬はやめよ

安
倍
元
首
相
の
功
罪
を
問
う

洛
西
生
協
前
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

29
日
行
動
に
参
加
を

8
月
29
日(

月
）

午
後
4
時
か
ら

4
時
30
分

境
谷
本
通

洛
西
生
協
交
差
点

マ
ス
ク
着
用
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
小
雨
決
行
。

洛
西
平
和
ネ
ッ
ト

発
行

２
０
２
２
年
8
月
15
日

事
務
局
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絡
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０
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憲
法
９
条
改
悪
を
許
さ
な
い
署
名

広
げ
て
下
さ
い
。

https://9zyo.com/

安
倍
体
制
は
「
お
友
達
優
先
、
反
対
勢
力
排
除
」
で
国
の
政
治

を
壊
し
ま
し
た
。
内
閣
人
事
局
を
新
設
「
ヒ
ラ
メ
」
官
僚
の
忖
度

が
強
ま
り
、
小
選
挙
制
度
と
、
政
党
助
成
金
を
一
手
に
握
り
議
員

の
選
別
ま
で
行
い
ま
し
た
。

気
に
い
ら
な
い
内
閣
法
制
局
長
を
更
迭
、
法
律
に
よ
る
政
治
を

破
壊
し
ま
し
た
。

特
定
秘
密
保
護
法
強
行
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
会
長
も
「
お
友
達
」
に
、
放

送
局
に
「
電
波
停
止
」
も
あ
り
う
る
、
と
恫
喝
し
情
報
を
統
制
。

「
集
団
的
自
衛
権
の
閣
議
決
定
」
で
、
ア
メ
リ
カ
が
起
こ
す
戦
争

に
自
衛
隊
が
参
戦
す
る
こ
と
を
進
め
、
「
自
衛
隊
を
米
軍
の
指
揮

下
に
組
み
込
む
」
事
を
進
め
ま
し
た
。

さ
ら
に

「
戦
争
法
」
を
強
行
採
決
、
憲
法
９
条
を
無
視
し
て
戦

争
で
き
る
国
に
進
め
よ
う
と
し
ま
し
た
。

核
兵
器
禁
止
条
約
に
は
一
貫
し
て
反
対
し
ア
メ
リ
カ
の
「
核
兵

器
先
制
使
用
禁
止
」
に
反
対
し
ま
し
た
。
２
人
以
上
が
集
ま
っ
て

話
し
合
っ
て
い
る
だ
け
で
逮
捕
が
出
来
る
「
共
謀
罪
」
を
強
行
採

決
し
ま
し
た
。
盗
聴
法
も
改
悪
し
ま
し
た
。

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
が
当
選
を
決
め
る
や
た
だ
ち
に
訪
米
、
辺

野
古
基
地
の
早
期
建
設
と
カ
ジ
ノ
法
を
約
束
し
ま
し
た
。

森
友
・
加
計
学
園
を
強
行
、
公
文
書
偽
造
、
廃
棄
を
し
ま
し
た
。

政
府
主
催
の
「
桜
を
見
る
会
」
に
は
反
社
勢
力
の
統
一
協
会
役

員
、
悪
徳
商
法
を
繰
り
返
し
て
き
た
「
ジ
ャ
パ
ン
ラ
イ
フ
」
や
大

阪
の
「
半
グ
レ
組
織
」
安
倍
総
理
の
地
元
、
山
口
県
の
後
援
会
関

係
者
を
８
０
０
人
以
上
招
待
。
「
国
に
多
大
の
貢
献
を
し
て
き
た
」

事
が
無
い
人
達
を
国
費
で
も
て
な
し
悪
徳
商
法
に
「
お
墨
付
き
」

を
与
え
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
か
ら
は
世
界
で
買
う
国
が
な
い
「
オ
ス
プ
レ
イ
」
や

古
く
さ
く
な
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
ー
ク
、
欠
陥
だ
ら
け
の
「
Ｆ
３

５
」
な
ど
の
高
額
兵
器
を
買
い
続
け
米
軍
事
産
業
を
儲
け
さ
せ
、

外
遊
し
て
は
海
外
に
お
金
を
ま
き
続
け
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
東
京
大
会
を
実
施
、
予
算
を
大
き
く
オ
ー
バ
ー
、
元
電
通
の
高

橋
理
事
と
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
の
受
託
収
賄
容
疑
な
ど
が
噴
出
し
て
い
ま
す
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
称
す
る
金
融
緩
和
で
豊
か
な
人
は
さ
ら
に
豊

か
に
、
貧
し
い
人
は
さ
ら
に
貧
し
く
な
り
、
若
者
も
、
ダ
ブ
ル
・

ト
リ
プ
ル
ワ
ー
ク
、
年
金
・
社
会
保
障
の
削
減
で
高
齢
者
が
、
さ

ら
に
働
か
ざ
る
を
得
な
い
状
況
を
つ
く
り
ま
し
た
。
出
生
率
も
最

低
と
な
り
、
日
本
の
未
来
を
暗
く
し
て
い
ま
す
。

大
企
業
は
法
人
税
等
の
減
税
と
低
賃
金
で
内
部
留
保
金
を
拡
大
、

そ
の
資
金
を
運
用
し
た
運
用
益
は
経
常
利
益
の
3
割
を
占
め
る
よ

う
に
な
り
、
本
業
の
手
抜
き
や
ご
ま
か
し
が
大
企
業
に
蔓
延
し
て

い
ま
す
。

統
一
協
会
に
よ
り
家
族
が
壊
さ
れ
た
と
す
る
男
性
に
よ
り
銃
撃

さ
れ
て
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
法
体
系
の
な
い
「
国
葬
」
を
行
い

国
民
に
「
弔
意
」
を
押
し
つ
け
る
事
は
支
持
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
も
葬
儀
を
仕
切
る
の
は
「
電
通
」
。
世
論
調
査
で
も
反
対

が
過
半
数
に
達
し
て
い
ま
す
。
統
一
協
会
は
、
自
民
党
と
代
わ
ら

な
い
改
憲
案
を
持
っ
て
お
り
、
ま
さ
に
一
心
同
体
で
憲
法
破
壊
を

進
め
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
団
体
に

宗
教
法
人
の
資
格
を
与
え
て
良
い
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。

消
費
税
５
％
か
ら
10
％
に
・
社
会
保
障
削
減
で

貧
困
・
格
差
拡
大
、
非
正
規
と
高
齢
者
雇
用
拡
大

泥
船
か
ら
脱
出
？
竹
中
平
蔵
氏

若
者
を
使
い
捨
て
の
「
非
正
規
労
働
者
」
に

し
て
、
派
遣
業
な
ど
で
ボ
ロ
儲
け
を
し
て
き
た

パ
ソ
ナ
会
長
、
竹
中
平
蔵
氏
が
パ
ソ
ナ
会
長
を

辞
任
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
渦
の
中
で
も
「
持
続
化
給
付
金
」
な

ど
の
国
の
補
助
金
事
務
を
電
通
と
共
に
、
一
手

に
引
き
受
け
て
き
た
「
サ
ー
ビ
ス
デ
ザ
イ
ン
推

進
協
議
会
」
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
派
遣
事
業
で

の
「
異
常
な
中
抜
き
」
、
安
倍
亡
き
後
、
や
は

り
「
手
入
れ
」
が
入
る
の
で
し
ょ
う
か
。

戦
争
法
廃
止

19
日
宣
伝
行
動
に
ご
参
加
を

8
月
19
日(

金
）

午
後
5
時
か
ら

5
時
30
分

阪
急
桂
駅
西
口

午
後
6
時
30
分
市
役
所
前
宣
伝
と
デ
モ
行
進

西
京
ピ
ー
ス
ウ
オ
ー
ク

戦
争
法
が
強
行
さ
れ
た
の
は
２
０
１
５
年
９
月
１
９

日
で
す
。
７
年
目
の
節
目
に
ピ
ー
ス
ウ
オ
ー
ク
を
行
い

ま
す
。９

月
19
日(

月
・
祝
）

午
前
10
時
集
合

巽
公
園
（
桂
駅
西
口
北
西
）

～
東
口
ま
で
歩
き
ま
す
。

主
催

西
京
ピ
ー
ス
ウ
オ
ー
ク
実
行
委
員
会



戦争すれば、原発攻撃・食糧輸入途絶え日本は全滅

中
国
・
ロ
シ
ア
・

北
朝
鮮
と
闘
う
？

憲
法
に
自
衛
隊
を
書
き
加
え

る
、
軍
事
費
を
現
在
の
2
倍
に

増
や
す
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
を

持
て
、
核
兵
器
も
持
つ
べ
き
だ
、

等
と
自
民
党
や
維
新
は
主
張
し

て
い
ま
す
が
、
一
方
、
岸
田
総

理
は
電
力
不
足
の
た
め
、
9
カ

所
の
原
発
を
再
稼
働
す
る
と
言
っ

て
い
ま
す
。

「
怖
い
国
」
は
日
本
海
の
西

側
に
有
り
ま
す
。

本
当
に
怖
い
な
ら
原
発
は
た

だ
ち
に
撤
去
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

で
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
な
ど
の

原
発
を
接
収
し
ま
し
た
。

も
し
、
戦
争
に
な
っ
た
ら
日

本
海
の
原
発
は
攻
撃
対
象
に
な

ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

食
料
・
燃
料
、

輸
入
に
頼
る
日
本

日
本
は
資
源
の
な
い
国
で
す
。

今
も
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
に
よ
り
輸
入
が
途
絶
え
燃
料

の
高
騰
を
ま
ね
い
て
い
ま
す
。

中
国
が
台
湾
を
包
囲
す
る

「
軍
事
演
習
」
を
行
い
ま
し
た
。

日
本
が
、
こ
の
よ
う
な
事
態

に
な
れ
ば
全
て
の
物
資
が
止
ま

り
ま
す
。
日
本
で
つ
く
ら
れ
る

食
品
は
米
と
野
菜
な
ど
僅
か
な

品
物
で
す
。
兵
糧
攻
め
に
な
る

こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

戦
争
に
さ
せ
な
い

中
国
と
の
外
相
会
談
が
中
止

に
な
り
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
と
の

関
係
も
冷
え
切
っ
て
い
ま
す
。

北
朝
鮮
と
は
外
交
関
係
は
あ

り
ま
せ
ん
。

今
こ
そ
日
本
は
「
世
界
の
架

け
橋
」
と
な
る
た
め
に
は

「
核
兵
器
廃
絶
」
の
先
頭
に
立

つ
べ
き
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
顔

色
ば
か
り
う
か
が
っ
て
い
る
外

交
で
は
平
和
は
訪
れ
ま
せ
ん
。

憲
法
９
条
を
世
界
に
発
信
し

て
戦
争
に
さ
せ
な
い
外
交
力
を

持
つ
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。


